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はじめに (図 1) 

 

 まほろんの初代館長である藤本強氏は、「もう二つの日本文化」として「北の文化」と

「南の文化」の理解の重要性を提唱し、「中の文化」を中心としたこれまでの日本史に

一石を投じた(藤本 1988)。 

北海道の擦文文化期・アイヌ文化期や、南島の貝塚時代・グスク時代は、文字史料

が極めて少ないことは周知のことであり、その歴史を解明するために考古学の果たす

役割は大きいと、私は考えている。 

そこで、「中の文化」で「中世」と呼ばれる時代の、「北の文化」「南の文化」の地域に

おける、「ムラ」＝「村・村落・集落・村落共同体・屋敷・屋地など」と呼ばれる遺跡を紹

介し、その実像を考えてみたい。 

 

 

１ 「北の文化」のムラ（図３～８） 

 

   北海道勇払郡厚真町 厚幌ダム建設関連遺跡群 

 

２ 「南の文化」のムラ（図２・図９～14） 

 

   沖縄県八重山郡竹富町 竹富島クマーラ・ハナスク遺跡、新里村遺跡 

 

   沖縄県八重山郡竹富町 波照間島下田原城・マシュク遺跡 

 

   沖縄県石垣市 石垣島フルストバル遺跡 

 

３  「中の文化」と比較して（図 15～17） 

 

   新潟市馬場屋敷遺跡下層 

   都市・鎌倉 

   『陸奥国骨寺村絵図』 
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図１ 「北の文化」「中の文化」「南の文化」対照表（藤本 1988） 

 

 

 

 

図２ 琉球関係年表（小野 2001） 

 

 

 



 

図３  北の中・近世略年表（アイヌ文化振興・推進機構ほか 2001） 

 



図４ 厚幌ダム建設関連遺跡群 

 

図５ オチャラセナイ遺跡・オチャラセナイチャシ(天方・乾 2013) 



図６ オチャラセナイ遺跡３・４号平地式住居跡(天方・乾 2013) 

 

 

図７ オニキシベ２遺跡１号土坑，出土スタンプ文漆器(天方・乾・小野 2011) 

スタンプ文漆器 



 

 

 

 

 

 

 

図８ 上幌内モイ遺跡２号平地式住居跡 

出土内耳鉄鍋(乾・小野 2007) 



    18：フルストバス遺跡  27・28：新里村遺跡 29：クマーラ・ハナスク遺跡 

図９ 中世先島のムラ(村木ほか 2020) 

 

図 10 石垣市フルストバル遺跡(村木ほか 2020) 



図 11 竹富町クマーラ・ハナスク遺跡(村木ほか 2020) 

 

図 12 竹富町新里村遺跡(村木ほか 2020) 



図 13 竹富町波照間島下田原城(村木ほか 2020) 

図 14 竹富町波照間島マシュク遺跡(村木ほか 2020) 



図 15 新潟市馬場屋敷遺跡下層建築址(川上ほか 1983) 

 
図 16 鎌倉市佐助ヶ谷遺跡第 6期遺構群(斎木ほか 1993) 



図 17 『陸奥国骨寺村絵図』詳細図（複製）(工藤・大石他 26004) 


